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ウェブサイト等

◆柏市ホームページ：長寿社会に向けたまちづくり～地域包括ケアシステムの具現化に向けて～
http://www.city.kashiwa.lg.jp/soshiki/060200/p011002.html

◆東京大学 高齢社会総合研究機構
http://www.iog.u-tokyo.ac.jp/

（　　　　　　）
円

計

参加するための

費用※

内　訳（1名当たり） その他※特記事項は以下に記載
交通費 実費

宿泊費

目 的

柏市で行われている地域包括ケア（在宅医療・介護連携、生活支援体制整備など）に関する活動
を見学・体験し、今後さらに高齢化が進展する日本の将来に向けての展望や課題意識を体感する
とともに、在宅療養患者・介護者・地域住民とのコミュニケーションを通じて、それぞれの思いに触
れる。

具体的な内容
（８００字程度）

・高齢社会総合研究機構は、2009年より柏市役所、都市再生機構（UR）、柏市医師会等の関係団
体とともに、長寿社会のまちづくりに向けた各種活動を千葉県柏市にて展開している。（参考資
料：柏市「柏市における長寿社会のまちづくり」）

・このうち最たるものとして「地域包括ケアシステムの具現化」があげられ、在宅医療・介護の体制
整備に取り組んでいる。

・本プログラムでは、このフィールドを活用し、学部学生に対して在宅医療・介護の実際を知る機会
を提供する。

・具体的には、柏市の訪問看護ステーション等の協力を得て、在宅医療・介護を受けている方の
自宅への訪問に同行するとともに、地域の高齢者など住民が気軽に集まることができる場づくり
（コミュニティカフェ）の活動に触れ、地域在住高齢者の生活実態を体感する。市町村行政の地域
包括ケア担当職員の業務に関心を有する参加者の場合には、当該職員との意見交換等の機会
の設定も可能。期間は、参加学生と受け入れ事業者の話し合いにより決定する（目安としては、1
〜数日間）。

・実習中には、在宅で療養している方やその家族、地域住民との対話を重視し、医療・介護提供者
側ではなく患者・住民の目線から医療・介護サービスを捉えられるよう努める。既存の医学生・看
護学生の実習は、サービス提供側の視点から臨床の現場を捉えることが多い状況にあるが、早
期教育段階においては、むしろ患者の視点を重視したプログラムが有用であろうとの視点に立脚
し、本プログラムを企画するものである。

備 考

・活動期間・体験内容について：事前のメールのやり取りや活動初日などに参加者の希望を聴取
した上で、体験内容を調整・決定する予定。
・体験内容について：安全確保のため、本プログラムに参加する学生は、実習中に実際の医療行
為、介護行為は行わない。

千葉県柏市
のうち 数日程度（応相談）

（　　　　　　）

農林水産業・地域体験活動

募 集 人 数

活 動 期 間
2019年8月 2020年3月

主な活動場所

選 考 方 法

先着順

国際交流体験活動 書類審査

就労体験活動 面接

奨励金額 活動日程・訪問先決定後に算定

最 終 更 新 日 ： 2019 年 4 月 5 日

活 動 名 称
(40 字 以 内 )

地域包括ケア体験プログラム

団 体 名 等 高齢社会総合研究機構

若干名 人フィールドワーク体験活動

研究室体験活動

参加資格等
①学部学生

②高齢化問題や医療・介護に興味があり、住民の立場に立てる者

活 動 区 分

ボランティアなどの社会貢献活動


